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本
講
座
は
、
経
済
学
部
特

殊
講
義
と
し
て
昨
年
度
か
ら

始
ま
り
、
「
小
田
急
グ
ル
ー

プ
」
の
第
一
線
で
働
く
方
々

の
講
義
を
聞
き
、
同
社
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
（
社
会
的
責
任
）
の
実

践
的
取
り
組
み
か
ら
企
業
経

営
と
地
域
社
会
と
の
か
か
わ

り
を
学
ぶ
。
経
済
学
部
に
と

ど
ま
ら
ず
他
学
部
の
学
生
も

多
数
受
講
し
た
。
大
須
賀
会

長
は
、
前
身
の
「
小
田
原
急

行
鉄
道
」
（
１
９
２
３
年
創

立
）
に
始
ま
る
小
田
急
電
鉄

の
歴
史
を
概
説
し
た
後
、
経

営
の
多
角
化
を
進
め
て
い
る

日
本
の
私
鉄
ビ
ジ
ネ
ス
の
特

徴
に
つ
い
て
語
っ
た
。

現
在
、
新
宿
を
起
点
に
小

田
原
、
江
ノ
島
、
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
を
結
ぶ
３
路
線
・

計
１
２
０
・
５
㌔
を
形
成
す

る
小
田
急
電
鉄
も
鉄
道
事
業

の
ほ
か
、
沿
線
宅
地
開
発
を

は
じ
め
と
す
る
不
動
産
、
バ

ス
、
小
売
、
旅
行
、
レ
ジ
ャ

ー
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
分
野

に
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

「
小
田
急
グ
ル
ー
プ
」
は
１

０
０
社
を
超
え
る
。

大
須
賀
会
長
は
、
多
面
的

な
事
業
活
動
の
展
開
で
沿
線

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
が
「
小
田
急
グ
ル
ー
プ
」

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
あ
る
と
位
置
づ

け
、「
沿
線
エ
リ
ア
の
魅
力
向

上
に
さ
ら
に
努
め
た
い
。
企

業
は
業
績
を
上
げ
る
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
に
貢
献
し
な

け
れ
ば
存
在
価
値
が
な
い
」

と
同
社
の
姿
勢
を
語
っ
た
。

ま
た
「
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

や
満
足
を
得
る
に
は
従
業
員

の
育
成
が
ポ
イ
ン
ト
。
仕
事

を
通
じ
て
自
己
実
現
を
目
指

す
よ
う
に
従
業
員
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
私
の
役
目
と
認

識
し
て
い
る
」
と
し
、
「
企

業
は
人
な
り
」
と
人
材
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

講
義
を
聞
い
た
徳
田
ゼ
ミ

生
は
▽
「
与
え
ら
れ
た
仕
事

に
全
力
を
尽
く
せ
。
そ
れ
が

自
己
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
就
職
活
動
を
経
て
社
会

に
出
る
私
た
ち
へ
の
激
励
に

な
っ
た
」
（
平
田
茜
さ
ん
・

３
年
次
）
▽
「
沿
線
に
特
化

し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る

姿
に
小
田
急
の
企
業
経
営
理

念
を
感
じ
た
。
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
近
く
で
、
か
つ
て
大

人
気
だ
っ
た
と
い
う
レ
ジ
ャ

ー
ラ
ン
ド
向
ケ
丘
遊
園
（
１

９
２
７
～
２
０
０
２
）
を
ぜ

ひ
知
り
た
い
」
（
松
下
奈
央

さ
ん
・
同
）｜
｜
と
話
し
た
。

小
田
急
沿
線
と
い
う�
縁
�

を
持
つ
専
修
大
学
と
小
田
急

電
鉄
は
、
２
０
１
２
年
、
双

方
の
人
的
資
源
、
知
的
資
産

を
活
用
し
た
教
育
・
研
究
、

社
会
貢
献
活
動
を
促
進
し
よ

う
と
「
連
携
・
協
力
に
関
す

る
基
本
協
定
」
を
締
結
。
寄

付
講
座
や
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
寄
付
講
座
「
地
域
と
共
生
す
る

小
田
急
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
事
業
戦
略
」（
徳
田
賢
二
経

済
学
部
教
授
・
全
１５
回
）の
ま
と
め
と
な
る
講
義
が
７
月
１６

日
、生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、同
社
の
大
須
賀
賴
彦
会

長
が
登
壇
し
た
。
大
須
賀
会
長
は
３
０
０
人
の
学
生
を
前

に
１
時
間
半
、
地
域
と
と
も
に
発
展
を
し
て
き
た
「
小
田

急
グ
ル
ー
プ
」
の
経
営
理
念
に
つ
い
て
語
っ
た
∥
写
真
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究

セ
ン
タ
ー
（
原
田
博
夫
代
表

・
経
済
学
研
究
科
長
）
主
催

の
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「
東
ア
ジ
ア
の
社
会
関
係
資

本
を
探
る
｜
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
社
会
的
信
頼
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
観
点
か
ら

｜
」
が
７
月
２７
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
∥

写
真
。
研
究
者
、
学
生
ら
約

７０
人
が
出
席
。

海
外
６
カ
国
・
地
域
（
ベ

ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
韓
国
、

中
国
、
台
湾
、
タ
イ
）
の
研

究
者
が
、
現
地
で
実
施
し
た

社
会
関
係
資
本
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
・
聞
き
取
り

調
査
の
分
析
結
果
と
考
察
を

報
告
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
文
部
科
学

省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基

盤
形
成
支
援
事
業
に
採
択
さ

れ
た
「
持
続
的
発
展
に
向
け

て
の
社
会
関
係
資
本
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
の

多
様
な
構
築

東
ア
ジ
ア
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
市
民
文
化
の
観
点
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
発
足
。
０９

年
か
ら
５
年
計
画
で
取
り
組

み
、
国
内
で
の
調
査
に
加

え
、
東
ア
ジ
ア
７
カ
国
・
地

域
（
上
記
６
カ
国
＋
カ
ン
ボ

ジ
ア
）
で
も
調
査
を
実
施
。

今
回
は
調
査
に
協
力
し
た
各

地
域
の
代
表
団
を
招
い
た
。

は
じ
め
に
原
田
代
表
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と
日
本

（
東
京
都
新
宿
区
）
で
の
調

査
結
果
を
報
告
。
「
東
日
本

大
震
災
以
降
、
研
究
に
新
た

な
側
面
が
生
ま
れ
た
。
新
宿

区
の
調
査
で
も
防
災
意
識
の

変
化
が
見
ら
れ
た
」
と
話
し

た
。続

い
て
各
地
域
の
代
表
団

に
よ
る
報
告
と
、
同
セ
ン
タ

ー
の
研
究
員
５
人
に
よ
る
解

析
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
の
ま
と
め
と
し
て

行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
は
各
国
・
地
域

の
代
表
団
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
は

B
e

Q
u
y
n
h

N
g
a

氏

（I
n
s
t
i
t
u
t
e

f
o
r

D
e

v
e
l
o
p
m
e
n
t

S
t
u
d
i
e
s

a
n
d

A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
,
V
i
e

t
n
a
m

U
n
i
o
n

o
f

S
c
i
e

n
c
e

a
n
d

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
s

）
、
ラ
オ

ス
は

S
o
u
n
t
h
o
n
e

P
h
o

m
m
a
s
o
n
e

氏
（N

a
t
i
o
n
a

l
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

o
f

L
a

o
s

）
、
韓
国
はY

o
u
n
g- B

o
h

k
C
h
o

氏
（R

e
s
e
a
r
c
h

I
n
s
t
i
t
u
t
e

f
o
r

S
o
c
i

a
l
E
n
t
e
r
p
r
i
s
e

）
、
中
国

はS
h
e
n
g
L
i
n

氏
（F

u
z

h
o
u

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

）
、
台

湾

は

W
e
n- c

h
e
n
g

L
i
n

氏
（N

a
t
i
o
n
a
l
S
u
n
Y
a

t- s
e
n

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

）
、

タ
イ
はS

u
r
i
c
h
a
i
W
u
n
'

g
a
e
o

氏
（C

h
u
l
a
l
o
n
g
k

o
r
n

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

）
が

登
壇
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の

原
田
代
表
を
交
え
て
意
見
を

交
わ
し
、
「
こ
の
よ
う
な
研

究
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

意
義
が
あ
る
」（S

u
r
i
c
h
a
i

氏
）、「
社
会
関
係
資
本
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
た
研
究
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で
き

た
。
研
究
に
も
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
る
」
（
原
田
代

表
）
と
い
っ
た
発
言
が
あ
っ

た
。

会
計
学
研
究
所
（
所
長
∥

瓶
子
長
幸
経
営
学
部
教
授
）

の
公
開
講
演
会
が
７
月
９

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
一
橋
大
学
情
報
基
盤

セ
ン
タ
ー
長
の
万
代
勝
信
同

大
商
学
研
究
科
教
授
が
３
２

０
人
の
学
生
、
院
生
を
前
に

「
中
小
企
業
の
会
計
基
準
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

中
小
企
業
向
け
の
会
計
ル

ー
ル
に
は
、
２
０
０
５
年
公

表
の
「
中
小
企
業
の
会
計
に

関
す
る
指
針
」
（
「
指
針
」
）

と
昨
年
２
月
公
表
の
「
中
小

企
業
の
会
計
に
関
す
る
要

領
」
（
「
要
領
」
）
の
二
通
り

あ
り
、
現
状
で
は
ど
ち
ら
を

使
っ
て
も
い
い
。

金
融
庁
の
企
業
会
計
審
議

会
企
画
調
整
部
会
の
臨
時
委

員
を
務
め
、
「
要
領
」
の
と

り
ま
と
め
に
携
わ
っ
た
万
代

教
授
は
「
二
つ
の
基
準
が
併

存
し
た
ま
ま
で
い
い
の
か
。

何
か
工
夫
は
な
い
の
か
」
と

問
題
提
起
。「
指
針
」
と
「
要

領
」
が
世
に
出
る
ま
で
の
変

遷
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
す

み
分
け
の
必
要
性
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

ま
た
、
日
本
で
は
大
企
業

と
中
小
企
業
の
区
分
し
か
な

い
が
、
Ｅ
Ｕ
の
会
社
法
で
は

「
総
資
産
」「
売
上
高
」「
平

均
従
業
員
数
」
の
三
つ
を
指

標
に
会
社
を
大
・
中
・
小
に

分
類
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。「
こ
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
て
も
面
白
い
」と
述
べ
た
。

「
指
針
」
「
要
領
」
と
も

導
入
す
る
中
小
企
業
が
少
な

い
現
状
を
受
け
、
学
生
か
ら

は
「
浸
透
策
は
」
「
ど
の
よ

う
な
す
み
分
け
が
最
善
と
考

え
る
か
」
と
質
問
も
。
万
代

教
授
は
「
会
計
基
準
が
ど
ち

ら
か
に
準
拠
し
て
い
れ
ば
、

政
府
系
金
融
機
関
の
借
入
利

息
が
低
く
な
る
中
小
企
業
庁

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ

る
」「
間
も
な
く
大
会
社
に
な

る
。
将
来
的
に
上
場
を
考
え

て
い
る
。
海
外
展
開
し
て
い

る
中
小
企
業
は
『
指
針
』
を

採
用
す
べ
き
だ
」と
答
え
た
。

専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
研

究
セ
ン
タ
ー
／
心
理
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「D

e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

a

n
d

c
u
r
r
e
n
t

s
i
t
u
a
t
i

o
n
s

o
f

C
o
g
n
i
t
i
v
e

B

e
h
a
v
i
o
u
r
a
l

T
h
e
r
a
p
y

f
o
r

c
h
i
l
d
r
e
n

a
n
d
/

o
r

p
e
r
s
o
n
s

w
i
t
h

d
i

s
a
b
i
l
i
t
i
e
s

―
障
が
い

児
・
者
へ
の
認
知
行
動
療
法

基
礎
研
究
か
ら
応
用
実
践

へ

そ
の
発
展
と
今
―
」

▽
日
時
∥
８
月
３１
日
（
土
）

１３
時
３０
分
～
▽
場
所
∥
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽

基
調
講
演
∥J

e
n
n
i
f
e
r
C

u
l
l
e
n

女
史
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
脳
損
傷
協
会
「
シ
ナ
プ
ス
」

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
▽
研
究
報
告
∥
岡

村
陽
子
人
間
科
学
部
准
教
授

／
国
里
愛
彦
人
間
科
学
部
講

師
／
長
田
洋
和
人
間
科
学
部

教
授
▽
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
▽
参
加
料
∥
無
料

※
使
用
言
語
は
英
語
（
通
訳

な
し
）

□申
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
課E- m

a
i
I
:
s
o

c
i
o
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h
u
- u
.

a
c
.
j
p

米
国
に
学
ぶ
私
立
大
学
の
経

営
シ
ス
テ
ム
と
資
産
運
用

小
藤
康
夫
著

今
日
の
私
立
大
学
は
競
争

が
激
化
す
る
中
で
、
授
業
料

収
入
だ
け
で
大
学
経
営
を
支

え
る
の
が
将
来
的
に
難
し
く

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た

め
、
主
要
私
立
大
学
で
は
授

業
料
収
入
の
補
完
手
段
と
し

て
資
産
運
用
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
だ
が
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
も
ろ
に

受
け
、
多
く
の
大
学
が
巨
額

損
失
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
米
国
の
大
学
で
は

資
産
運
用
が
重
要
な
業
務
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
完
全

な
運
用
体
制
の
も
と
で
長
期

に
わ
た
っ
て
高
利
回
り
を
生

み
出
し
て
い
る
。し
か
も
、運

用
収
益
は
大
学
予
算
で
か
な

り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

本
書
で
は
米
国
の
大
学
で

展
開
す
る
高
度
な
資
産
運
用

業
務
を
紹
介
し
な
が
ら
、
な

ぜ
日
米
の
大
学
で
全
く
対
照

的
な
運
用
成
果
が
生
じ
る
か

を
探
っ
て
い
る
。（
八
千
代
出

版
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
）

著
者（
こ
ふ
じ
・
や
す
お
）

∥
商
学
部
教
授
、
担
当
は
金

融
論
、
金
融
シ
ス
テ
ム
。

青
木
美
智
男
氏
（
あ
お
き

・
み
ち
お
）
元
文
学
部
教
授

７
月
１１
日
、
７６
歳
で
死

去
。
１
９
９
７
年
か
ら
在

職
。
２
０
０
７
年
定
年
退

職
。
専
門
は
日
本
近
世
社
会

史
。
０７
年
か
ら
専
修
大
学
史

編
集
主
幹
を
務
め
た
。

１１
月
１０
日
（
日
）
１６
時
か

ら
、
東
京
都
千
代
田
区
有
楽

町
２
の
５
の
１
、
有
楽
町
朝

日
ホ
ー
ル
（
有
楽
町
マ
リ
オ

ン
１１
階
）
で
「
偲
ぶ
会
」
を

開
く
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０３

・
３
２
６
５
・
５
８
７
９

（
大
学
史
資
料
課
）
へ
。

榎
本
良
吉
氏
（
え
の
も
と

・
り
ょ
う
き
ち
）
専
修
大
学

元
経
済
学
部
教
授
、
石
巻
専

修
大
学
名
誉
教
授
。

７
月
１３
日
、
８４
歳
で
死

去
。
１
９
５
７
年
か
ら
在

職
。
８９
年
石
巻
専
修
大
学
教

授
、
９９
年
定
年
退
職
。
担
当

は
英
語
。

経
済
学
部
寄
付
講
座
に
３
０
０
人

「社会貢献が重要」「企業は人なり」

小田急電鉄会長が〝まとめの講義〟

会
計
学
研
究
所

公
開
講
演
会

公
開
講
座
情
報

中
小
企
業
の
会
計
基
準

万
代
一
橋
大
学
教
授
が
講
演

▲ 講演後、熱心な質問も飛んだ

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催

国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
東
ア
ジ
ア
の
社
会
関
係
資
本
を
探
る
」

▼ 活発な意見交換が行われたパネルディスカッション

海
外
６
カ
国
・
地
域
の
研
究
者
が
報
告

訃

報
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